
第50回 青年経営者全国交流会は着 と々準備中！
兵庫で全国の仲間と学びあいましょう

今年の9月15日（木）～ 16日（金）に、中小企業家
同友会の3大全国行事の1つの「第50回青年経営者全国
交流会（青全交）」が、兵庫県神戸市で開催されます。

-------------------------------------------------
同友会の全国3大行事
同友会にはいくつかの全国規模の行事があり、そのな

かでも「全国総会」「全研」「青全交」が全国3大行事、「女
全交」とあわせて毎年大きな規模で開催されています。
この全国行事は開催地が全国持ち回りで2日間にわ

たって開かれ、一同友会ではできないスケール、学びと
交流の濃さを経験することができます。

・ 中同協定時総会（全国総会）：一年間の活動の総括、
新年度の活動方針、役員、予算を決定します。活動方
針に沿って経営問題を深く学びあう（分科会での報告
とグループ討論）のが大きな特徴です。2022 年 7月
7日～ 8日に沖縄で開催されます、

・ 中小企業問題全国研究集会（全研）：中小企業問題を
取り巻く問題や課題を研究する全国集会。時代の変化
に適応した企業づくりの方向性を学びあいます。
2023 年 3月 2日～ 3日に長野で開催されます。

・ 女性経営者全国交流会（女全交）：女性の感性を生か
した仕事づくり、企業づくり、地域づくりを学ぶ交流
会。女性経営者だけでなく、性別や年齢を超えて学び
あうことが特徴です。今年は 6月 16 日～ 17 日に島
根で開催されました。

初めて全国行事に参加した方からは「目からウロコが
落ちた」「全国に仲間ができた」「同友会を見直した」「感
動した」などの声をよく聞きます。ぜひ、年に1回は全
国行事に参加しましょう！

-------------------------------------------------
なかでも「青全交」は、企業と同友会運動の後継者の

養成、次代の経営課題や経営者育成についての研鑽と交
流の場です。その最大の特徴は、参加者の年齢は問わ
ず、企業変革と自己変革の意欲に燃える「青年の志」を
持つ経営者が参加することです！

いま、各支部や青年部から選ばれた実行委員会で開催
に向けた準備をすすめています。これからも、歓迎案
内、受付、分科会でのグループ長や発表者など、多くの
兵庫同友会会員みなさんのご協力が必要です。どうぞよ
ろしくお願いします。

そして、全国各地から、地元兵庫から、あわせて2,000
名の参加者を迎える青全交成功の鍵は「学びあいと交
流」です。

そのためには、開催地である私たち兵庫同友会会員一
人ひとりが参加意識をもって、青全交に参加することが
大切です。
特に、グループ長をはじめとして分科会に関わるみな

さんには、全国レベルの学びあいを深めるために、運営
だけでなく学習（同友会の歴史・理念・あり方・企業づく
り、基本的な文献や「中小企業家しんぶん」を読む）も
含めて準備をすすめていただきます。

「学びあいと交流」こそが、私たち兵庫同友会の最大
のおもてなしです。

1973年に第1回青全交が兵庫で開催されてから49年、
2022年に記念すべき第50回青全交が誕生の地である兵
庫に戻ってきます。
ぜひ今から、ご予定いただき、お互いに誘い合って、

積極的にご参加ください。
地元で参加できる、同友会の全国大会を自社の経営に

活かしていきましょう！

第50回青年経営者全国交流会（青全交）
　　　　　　　　　　　　　実行委員長　橋崎 牧人
　  　（日新産業株式会社 代表取締役、中はりま支部）

-------------------------------------------------

第 50回青全交 in 兵庫
https：//www.hyogo.doyu.jp/lp/seizenkou2022.html

兵庫同友会会員用「参加登録用紙」
https：//drive.google.com/uc?export=download&id=
13m3KWkGXlCTUdyWZCXQDT93eW257hkuz

【第50回 青年経営者全国交流会 in 兵庫】
◇と　き　2022 年 9月 15日（木）13：00開会
　　　　　　　　　  ～ 16 日（金）12：00閉会
◇ところ　神戸ポートピアホテル／アリストンホテル神戸
◇参加費　23,000 円（懇親パーティ費込み）
○スローガン「圧倒的な発想転換」
○開催意義
①  2030 ビジョンを広め、全国の青年経営者の志

を結集し、次代に誇れる豊かな世界を創ってい
く場とする。

② 学びを体現する次世代リーダーとして全人格的
成長を遂げる学び合い活動を行う場とする。

③ 多様性を生かし人と地域が輝く企業づくりの実
践を分科会やグループ討論で交流する場とする。

④ 本気本音で関わる仲間を地域に増やし世界とつ
ながる取り組みを交流する場とする。
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塚本 潤（東播支部）VOL.195

樹木は心、私たちは豊かな未来をつくります
無限の価値、私たちは伝えます
よろこびとやりがい、私たちは分かち合います

社　　名：株式会社東洋庭苑
住　　所： 神戸市西区櫨谷町池谷463
役　　職：代表取締役
氏　　名：塚本 潤
所　　属：東播支部
同友会入会：2018年5月

■事業内容及び企業の沿革
2010年に塚本 潤が造園業として設立しました。その

後、2013年に人と樹木が共生できる社会を目指すアー
ボリカルチャーと出会い、人と樹木の豊かな未来づくり
を目的とする『樹木業』と改め、ツリーケアサービス、
造園サービス、及び、環境教育事業を営んでいます。

■経営理念（経営指針）の成文化について
経営指針こそ企業経営に必要不可欠だと感じ、2018

年度後期の第57期経営指針書成文化セミナーに参加し
ました。受講者のときに県経営労働員役員会や正副委
員長会にオブザーバーで参加させて頂き、様々なこと
を学ばせて頂き、同友会理念の追求と企業経営は不離
一体と実感することができました。
2019年10月（第10期）に1冊目、2020年10月（第

11期）に2冊目、2021年10月（第12期）に3冊目を発
表しました。1冊目の発表時はただの報告になってい
ましたので、社員からリアクションもありませんでし
た。2冊目以降は、朝礼で唱
和し、解説を行うようにし、
理念が少しずつ浸透していま
す。現在は自分の幸せとお客
様の幸せ、そして会社の成長
のロジックが理解できている
と思います。

■経営理念について
2013年に日々の業務の危険性に不安を抱え、ツリー

クライミングを始めました。これを始めた当初は、樹木
のことを想うことなく枝を切り落とし、ツリークライミ

ングを便利なツールとして使っていました。
そこで、ツリークライミングに関するレクリエーショ

ンがあると知り、参加しました。その中で、子供たちに
「木と友達」、「地球は大きな貯金箱」という理想を伝え
るのですが、それを真剣に聞く子供たちや、木に抱きつ
いて「ありがとう」という子供たちを見て、心が痛くな
りました。現実では、私は日々の業務で樹木のことを大
切にできていなかったからです。
理想と現実の間でモヤモヤしていたところ、同友会に

入会し、経営者とは「理想を現実にすることが仕事」と
いうことを教えていただき、今の経営理念を成文化しま
した。

■これからの夢・抱負
来期経営指針においては、10年後のビジョンにて「当

たり前の樹木業」、「教育の樹木業」、「憧れの樹木業」を
より明確にし、人と樹木の豊かな未来づくりのために、
社員と共に目指して行きたいと思っています。「樹木業」
を通して、樹木の素晴らしさを
たくさんの方に伝えたいと思い
ます。

株式会社東洋庭苑

子供たちのツリークライミング
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